
 

   

 

 ２月にＢ型インフルエンザが流行し、２クラスが学級閉鎖となりました。今回のＢ型は高熱になり、

症状も強く出る児童が多かったです。また、体調を崩す児童も多く、２月中旬は毎日４０～５０人の欠

席者がいました。そして、高熱は１日位で、咳と喉の痛みで受診するとインフルエンザ陽性と結果が出

る児童がいました。熱が出たり、咳や喉の痛みがある場合、いつもと様子が違う場合は、インフルエン

ザの可能性があるため、受診をお願いします。 

インフルエンザなど感染症で休んだ場合は、『登校再開届』 

が必要となります。担任に連絡をしていただき、本校のホー 

ムページからダウンロードまたは学校から用紙をもらい、 

保護者の方が記入をして、登校の際に提出してください。 

 今年度も後少しです。しっかりとまとめをしていきたい 

と思います。 

 

３月の保健目標 

     
 

武蔵野小学校の健康生活を振り返ります。 

病気では、2 年ぶりのインフルエンザの流行で、３クラス学級閉鎖を行いました。罹患者も１４０名

で、A型 B型の 2回感染した児童が数名いました。その他の感染症では、新型コロナウイルス感染症、

溶連菌感染症、マイコプラズマ感染症、百日咳、感染性胃腸炎などに罹患した児童がいました。 

内科症状の来室者は５８３名（２月まで）で、昨年（５６３名）と同じ位でした。頭痛、腹痛が多か

ったです。多かった月は９月で、週の初めに頭痛、腹痛を訴えて来室する児童が多かったです。土日に

習い事で忙しく、休んでいる時間がなかったと言っていました。また、体調不良等で早退の際には、保

護者の方に迎えに来ていただき、ありがとうございました。 

 けがでは、スポーツ振興センターの手続きをしたものが６件でした。今年は、休み時間でのけがが多

かったです。救急搬送するけがは１件もありませんでした。 

けがの来室者は１,２８３名（2月まで）で、昨年（１,５０８名）より減りました。すり傷と打撲が多

く休み時間のけがでした。また、学校以外での骨折が何件かあ 

り、ギブスや松葉杖を使用する児童がいました。 

 定期健康診断で病気が分かった際には、受診をしていただき 

ありがとうございました。返信票も受けとりました。これから 

も、個々の児童に合った指導と対応をしていきます。 

今年度も、熱中症の集団発生がなく、大きな事故も起きずに 

過ごすことができました。 

学校保健へのご協力、ありがとうございました。 
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教室内の空気検査を行いました 

２月２５日に学校薬剤師による教室内の二酸化炭素検査を、３学級で実施しました。この日は雨でし

たが、1校時に検査をしたので暖房が効く前で外と変わらない環境でし 

た。常時換気を行っているため、どの学級も基準値以下で良い結果でし 

た。学校薬剤師からも、「どの学級も良い状態でした。」と話がありまし 

た。感染予防である『換気』ができていることがわかりました。 

教室の前後のドアを授業中も少し開けておくことと、休み時間には教 

室内の空気の入れ替えを必ず行うことを、継続してきます。 

 

＜＜空気の流れのよい例＞＞ 

 

 

 

 

 

 

 ご家庭でも、１時間に 1回は部屋の換気を行い、空気の入れ替えをしてください。 

 

花粉症について 

＜花粉症とは…＞ 

 樹木や草の花粉でアレルギー症状を起こすことです。アレルギーを起こす原因の植物として代表的な

ものに、春から花粉が飛散するスギやヒノキ、秋に花粉が飛散するブタクサなどがあります。 

その中で、一番多いものがスギ花粉症です。武蔵野小学校でも、低学年からスギ花粉症の人が増えて、

目を真っ赤にしている児童がいます。 

 一般的に花粉が飛散する時期は、スギ：2～4月、ヒノキ：4～5月、ブタクサ 8～10月です。 

＜花粉症の症状＞ 

 花粉症の３大症状は「くしゃみ」「鼻水」 

「鼻づまり」です。そのほか「目のかゆみ」 

「のどのイガイガ」を伴うことが多くなっ 

ています。かぜの初期症状でも「くしゃみ」 

「鼻水」「鼻づまり」が出ることがあるため 

かぜと区別がつかないことがありますが、 

「目のかゆみ」がある場合や、症状が１～２ 

週間たっても治らない場合は、花粉症の可能 

性が高くなります。 

＜花粉症の対策＞ 

             治療の第一歩は、花粉を避けることです。「花粉飛散が多いと予想されて 

いる日には屋外にいる時間を減らす」「外出時にはマスクやメガネを使用す 

る」「屋内に入る前に花粉をよく落としてから入る」などがあります。 

              それでも症状が出る場合は、耳鼻科や眼科、アレルギー科を受診して症状 

に合った薬をもらってください。 

 

  

向かい合わせの窓やドアが開

いていると空気がよく流れます。 

 上下左右の対角に空気の出入

り口を開けるのがポイントです。 

 

 


